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１．研究計画の概要 
 本研究では, 数ある非線形問題の中でも均
衡問題と変分不等式問題との関係に焦点を絞
り, 各問題に対する特徴づけ, 両者が同値と
なるための条件等の周辺問題を包括的にあつ
かう. さらに, 変分不等式問題に対する既存
の結果の均衡問題への応用, 実際に問題を解
く際に必要な理論等についても研究対象とす
る. なお, 本研究における最も重要な特色は, 
集合値解析の手法を用いたアプローチをおこ
なうという点にある. 
 具体的には以下の通りである. 
(1) 均衡問題および変分不等式問題に関する 
集合値解析の立場からの理論構築 
(2) 均衡問題と変分不等式問題との類似点の
考察 
(3) 均衡問題と変分不等式問題との関係の解
明 
(4) 解の近似定理等への応用と計算機シミュ
レーション方法の確立 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究課題における研究成果に挙げられ
るものとして, 第一に均衡問題および変分不
等式問題に密接な関わりがある増大作用素
の零点問題の近似解法に関連する結果が挙
げられる. 計算機シミュレーションのための
実装方法を視野に入れた上での理論および
実験のために必要な問題の考察として, 計算
誤差の評価に関する結果が得られた.この研
究では, 漸化式に現れる凸結合の係数列に対
する条件の緩和を検討し, 本研究課題に関連
する一連の結果の中で, 係数の無限和が発散
するという条件をみたせば点列の弱収束性
を保証できることが証明できた. また, これ

応用することにより, 計算機シミュレーショ
ンへの実装に有効であることもわかった. 
 第二に, 非拡大写像族に準ずる性質をもっ
た写像族に対する共通不動点の近似列を生
成する手法に関する一連の結果が挙げられ
る. 本研究では, ヒルベルト空間上で定義さ
れた非拡大写像族に対する共通不動点近似
の手法として提唱された収縮射影法を中心
に考察し,空間や係数列, 写像族に仮定され
ている様々な条件を緩和することに成功し
た. 一連の結果では, 本研究課題で取り扱う
均衡問題およびそれに関連の深い変分不等
式問題に対して定義されるリゾルベント写
像等を一般化したものを取り扱っている. こ
のことから, これらの結果は均衡問題を含む
非線形問題の解法の進歩に一定の貢献をす
るものと考えられる. 
 いずれの結果においても, 研究の手法とし
て本研究課題の特徴である集合値解析の手
法を用いることで近似点列の弱収束性およ
び強収束性を証明しており, 本研究課題の目
指す形での研究成果を意図通りに得ること
ができたという点で, 当初の計画に沿った進
捗がなされたものと評価できる. 
 
３．現在までの達成度 
 現時点において, 研究の達成度は②「おお
むね順調に進展している」と評価できる. そ
の理由は, 上記の通り当初の計画にあった均
衡問題と変分不等式問題に関する集合値解
析の手法を用いた考察, とくにこれらの問題
に共通して利用可能な各種の解近似定理に
関する研究が予定通り進み, 一定の進捗が見
られたことにある. 中でも, 強収束定理とそ
の周辺の研究においては, 本研究課題で取り



扱うリゾルベント等の写像のみならず, さら
に多くの非線形写像を含んだクラスに対し
て適用可能なものとなっており, より発展し
た成果が得られる可能性を示唆しているも
のであるといえる. 
 一方で, 計算機シミュレーションに関する
研究は, 実際の計算機実験で用いるべきプロ
グラムの実装が未だなされていないという
意味において, 残されている課題といえる. 
しかしながら, 理論的な研究では常に計算機
への実装が意識されており, 弱収束点列に対
しては計算誤差の評価に関する結果が, そし
て強収束点列に対しては射影等の計算困難
な写像に対する具体的な解決法が提案され
ており,現時点である程度の準備が整ったと
いってよい. 来年度以降に継続しておこなわ
れる研究によって, 具体的な成果が得られる
ことが期待できる. 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題は, 平成 22 年度以降さらに研
究対象を拡大し, 研究体制等も再構成する
ことにより, 新たな研究課題「集合値解析の
手法を用いた非線形解析学の研究」の一部と
して, 研究を継続していくこととなる. 新
たな研究課題では計算機実験の実績がある
研究分担者をおくことによって, 本研究で
残されている課題に対応することを予定し
ている. 
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